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総 会 議 事 録 

 

１．開催日時  平成３０年６月７日（木） 午前９時３０分 

 

２．開催場所  瀬戸内市役所 ２階 大会議室 

 

３．農業委員  １０名中１０名出席し、その氏名は次のとおり 

太 田   修  尾 上 昭 則  野 田   稔  由 喜 門  尊 

藤 原 由 果  木 下   泉  石 黒 五 月  大 森 茂 利 

久 山 英 之  藤 澤 美 芳 

 

４．農地利用最適化推進委員 

  松 本 英 樹  山 﨑   徹  三 浦 義 弘  藤 原 和 正 

  射 越 誠 一  茂 成 和 延 

 

５．議事に参与した者 

  事務局長 難波 彰生 

  事 務 局 蒲 直之 

   

６．議事内容 

報 告 事 項 瀬戸内市農業委員会委員の辞任について 

第１号議案 農地法第３条許可申請について 

第２号議案 農地法第４条許可申請について 

第３号議案 農地法第５条許可申請について 

第４号議案 農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画について 

（利用権設定） 

そ の 他  
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事 務 局 長 開会を宣言する（午前９時３０分） 

定刻となりましたので、これより平成３０年度瀬戸内市農業委員会、

第３回の総会を始めさせていただきます。開会にあたりまして、木

下会長よりごあいさつを申し上げます。 

議長 (会長 )  おはようございます。本日は皆さんお忙しい中のご出席いただきあ

りがとうございます。今回も多数案件がございますのでご審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

事 務 局 長 ありがとうございました。ただいまの農業委員の出席数は定数１０

名のうち１０名ということで、瀬戸内市農業委員会総会議事規則第

７条により、この総会が成立していることをご報告いたします。以

降の議事の進行につきましては木下会長よろしくお願いします。 

議    長 それでは、本日の議事録署名委員さんを指名させて頂きます。本日

の署名委員さんに大森委員、藤澤委員、よろしくお願いします。 

早速ですが、議題の方に入らせて頂きます。最初に、報告事項、瀬

戸内市農業委員会委員の辞任について、事務局から説明をお願いし

ます。 

事  務  局 それでは、本日の議案の説明に入らせて頂きます。 

議案資料１ページをご覧ください。瀬戸内市農業委員会委員の辞任

についてでございます。 

平成３０年度瀬戸内市農業委員会第２回総会で同意されました、瀬

戸内市農業委員会委員の大内委員の辞任につきまして、平成３０年

５月８日付けで瀬戸内市長からの同意を得ましたので、同日付けで

辞任されましたことを報告したものとなっております。 

以上で事務局からの説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。ただ今の報告事項につきまして何

かご意見、ご質問がございましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

議    長 それでは、ご意見がないようですので、この件につきましては、報

告承認とさせていただきます。 

それでは続きまして第１号議案、農地法第３条許可申請について、

事務局から説明をお願いします。 

事  務  局 議案資料の２頁目をご覧ください。第１号議案農地法第３条許可申

請についてでございます。 

       【１番案件】 

        譲受人「牛窓町千手■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「牛窓町千手

■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「牛窓町鹿忍６０６２－

９」。登記地目、現況地目はいずれも「畑」。面積は 2,969 ㎡。譲受

人の農地までの距離は 1,200ｍ。耕作面積は 13,663 ㎡となっており
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ます。家族数、耕作者数はいずれも２名。取得の理由は「交換」によ

るもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権

移転によるもので 10aあたり■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」は、経営農地を全て

適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はあり

ません。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につ

いて、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当

該地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地で

あり、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さ

んが「畑」として管理しており、譲受人の「■■■■」さんも同様

に「畑」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺の

農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の松本委員さんとで現

地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【２番案件】 

        譲受人「長船町磯上■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「和気郡和気

町日室■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「長船町磯上４８

１－１」。登記地目は「田」、現況地目は「畑」。面積は 1,168 ㎡。

「長船町磯上４８２」。登記地目は「田」、現況地目は「畑」。面積

は 527 ㎡。「長船町磯上４８３」。登記地目は「田」、現況地目は

「畑」。面積は 192 ㎡。「長船町磯上４８６」。登記地目は「田」、

現況地目は「畑」。面積は 187 ㎡。「長船町磯上４８７－１」。登記

地目は「田」、現況地目は「畑」。面積は 611 ㎡。「長船町磯上８９

５」。登記地目は「田」、現況地目は「畑」。面積は 534 ㎡。「長船

町磯上８９８－１」。登記地目、現況地目はいずれも「畑」。面積は

282 ㎡。「長船町磯上８９８－２」。登記地目、現況地目はいずれも

「畑」。面積は 162 ㎡。「長船町磯上１０１５－３」。登記地目、現

況地目はいずれも「畑」。面積は 260 ㎡。「長船町磯上１１０６－
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１」。登記地目、現況地目はいずれも「畑」。面積は 217 ㎡。「長船

町磯上１１０６－３」。登記地目、現況地目はいずれも「畑」。面積

は 59 ㎡。「長船町磯上１１０６－４」。登記地目、現況地目はいず

れも「畑」。面積は 172 ㎡。「長船町磯上１１０６－５」。登記地目、

現況地目はいずれも「畑」。面積は 144 ㎡。「長船町磯上１１３０－

１」。登記地目、現況地目はいずれも「畑」。面積は 174 ㎡。「長船

町磯上１１３０－２」。登記地目、現況地目はいずれも「畑」。面積

は 99 ㎡。「長船町磯上１１３６－１」。登記地目、現況地目はいず

れも「畑」。面積は 239 ㎡。譲受人の農地までの距離は 300ｍ。耕作

面積は 0㎡です。家族数、耕作者数はいずれも１名。取得の理由は

「新規就農」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるもので

す。なお、所有権移転によるもので 10aあたり 30 万円となっており

ます。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、新規就農で

あるため、現在、農地・機械を保有しておりませんが、提出いただ

いた営農計画書から機械購入計画についても確認しており、経営農

地を全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の取得が見込まれま

す。また、農作業に従事する家族の状況等から、耕作の事業に供す

べき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はあり

ません。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につ

いて、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当

該地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地で

あり、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さ

んが「畑」として管理しており、譲受人の「■■■■」さんも同様

に「畑」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺の

農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の藤原委員さんとで現

地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

【３番案件】 

        譲受人「長船町福里■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「岡山市東区

西大寺中野■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「長船町福里

２８９－１」。登記地目、現況地目はいずれも「田」。面積は
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1,293 ㎡。農地の所在地は「長船町福里３０６－１」。登記地目、現

況地目はいずれも「田」。面積は 1,859 ㎡。譲受人の農地までの距離

は 80ｍ。耕作面積は 36,963 ㎡です。家族数、耕作者数はいずれも２

名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」

によるものです。なお、所有権移転によるもので 10aあたり■万円と

なっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、

農作業に従事する家族の状況等から、耕作の事業に供すべき農地の

全てを効率的に利用できるものと見込まれます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はあり

ません。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につ

いて、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当

該地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地で

あり、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまでも譲渡人の「■■■■」

さんが「田」として管理しており、譲受人の「■■■■」さんも同

様に「田」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺

の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じない

ものと考えられます。なお、事務局と担当委員の射越委員さんとで

現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

【４番案件】 

        譲受人「長船町服部■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「岡山市南区

千鳥町■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「長船町服部８９

９－１」。登記地目、現況地目はいずれも｢畑｣。面積は 405 ㎡。譲受

人の農地までの距離は 10ｍ。耕作面積は 5,712 ㎡です。家族数は３

名、耕作者数は２名。取得の理由は「交換」によるもの。譲渡理由は

「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので

10aあたり■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、

農作業に従事する家族の状況等から、耕作の事業に供すべき農地の

全てを効率的に利用できるものと見込まれます。 
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        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はあり

ません。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につ

いて、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当

該地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地で

あり、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さ

んが「畑」として耕作しており、譲受人の「■■■■」さんも同様

に「畑」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺の

農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の茂成委員さんとで現

地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

【５番案件】 

        譲受人「岡山市南区千鳥町■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「長船

町服部■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「長船町服部１０

４２－１」。登記地目、現況地目はいずれも「田」。面積は 1,074 ㎡。

譲受人の農地までの距離は 20,000ｍ。耕作面積は 8,317 ㎡です。家

族数、耕作者数はいずれも１名。取得の理由は「交換」によるもの。

譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によ

るもので 10aあたり■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、

農作業に従事する家族の状況等から、耕作の事業に供すべき農地の

全てを効率的に利用できるものと見込まれます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はあり

ません。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につ

いて、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当

該地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地で

あり、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さ

んが「田」として耕作しており、譲受人の「■■■■」さんも同様
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に「田」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺の

農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の茂成委員さんとで現

地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

【６番案件】 

 譲受人「長船町服部■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「長船町長

船■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「長船町長船８０７

－１」。登記地目、現況地目はいずれも「田」。面積は 345 ㎡。譲

受人の農地までの距離は 2,000ｍ。耕作面積は 7,013 ㎡です。家族

数は２名、耕作者数は１名。取得の理由は「増反」によるもの。譲

渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によ

るもので 10a あたり■万円となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、

農作業に従事する家族の状況等から、耕作の事業に供すべき農地の

全てを効率的に利用できるものと見込まれます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はあり

ません。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につ

いて、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当

該地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地で

あり、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さ

んが「田」として耕作しており、譲受人の「■■■■」さんも同様

に「田」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺の

農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の茂成委員さんとで現

地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上、事務局から第１号議案の説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、担当委員さんのご意

見を伺いたいと思います。１番案件について、松本委員さん、お願

いします。 

松 本 委 員   こちらの案件は、譲受人の■■さん所有の山林と譲渡人の■■さん

所有の畑を交換するというもので、両者の間で話がまとまったとの

ことです。特に問題はないと思われますのでよろしくお願いします。 
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議    長   はい、ありがとうございました。続いての２番案件について、藤原

委員さん、お願いします。 

藤 原 委 員 譲受人の■■さんは大阪在住ですが、この度、長船町磯上にある譲

渡人の実家を買い受けることになり、譲渡人は昨年相続で農地を取

得しており農業をしておりませんので、農地も一緒に買い受けると

いう話になったようです。譲受人の■■さんは新規就農ということ

で営農計画を見せてもらいました。野菜や果樹を中心に耕作してい

くようです。特に問題はないと思われます。現在耕作放棄状態です

ので耕作放棄地の解消にもなります。ご審議のほどよろしくお願い

します。 

議    長  はい、ありがとうございました。続いての３番案件について、射越

委員さん、お願いします。 

射 越 委 員 この農地は、譲渡人の■■さんが弟から相続したものです。このた

び、近隣で耕作されている譲受人の■■さんから買い受けたいとの

話があり、譲渡することになったようです。特に問題ないと思われ

ますので、よろしくお願いします。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いての４番から６番案件につい

て、茂成委員さん、お願いします。 

茂 成 委 員 ４番、５番案件は、■■さんと■■さんが農地の交換をするもので

す。■■さん所有の畑が■■さんの自宅と隣接しており、交換の話

がまとまったようです。特に問題はありませんので、よろしくお願

いします。 

        ６番案件については、譲渡人の■■さんの要望で■■さんと売買の

話がまとまったものです。こちらも特に問題ないと思われます。 

議    長 はい、ありがとうございました。以上で担当委員さんからの意見は

終わりましたが、何かご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

（意見なし） 

議    長 ご意見ないようですので，採決に入らせていただきます。 

ただ今の第１号議案農地法第３条許可申請について、許可に賛成の

方、挙手願います。 

（賛成者挙手） 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして第２号議案、農地法第４条許可申請について、事務局の

説明をお願いします。 

事  務  局   それでは議案資料３頁目上段をご覧ください。第２号議案農地法第

４条許可申請についてご説明いたします。 
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【１番案件】 

申請人「邑久町尻海■■ ■ ■■■■」。土地の所在地は「邑久

町尻海１３５９－１」。地目は「田」。面積は 945 ㎡。転用目的は

「農地改良」。施設の概要は「畑 945 ㎡」。農地区分は農振農用地

で 10a あたりの収量は米 420kg となっております。資金は借入金が

■万円です。隣地への被害はありません。なお、農用地区域内の農

地で、農地改良に伴う一時転用の許可申請です。場所につきまして

は、資料５ページをご覧ください。三谷池の南側に面したところに

位置しております。 

       【２番案件】 

申請人「邑久町尻海■■ ■ ■■■■」。土地の所在地は「邑久

町尻海１３６０－１」。地目は「田」。面積は 991 ㎡。転用目的は

「農地改良」。施設の概要は「畑 991 ㎡」。農地区分は農振農用地

で 10a あたりの収量は米 420kg となっております。資金は借入金が

■万円です。隣地への被害はありません。なお、農用地区域内の農

地で、農地改良に伴う一時転用の許可申請です。場所につきまして

は、資料５ページをご覧ください。三谷池の南側に面したところに

位置しております。 

        【３番案件】 

申請人「邑久町尻海■■ ■ ■■■■」。土地の所在地は「邑久

町尻海１３６１－１」。地目は「田」。面積は 990 ㎡。転用目的は

「農地改良」。施設の概要は「畑 990 ㎡」。農地区分は農振農用地

で 10a あたりの収量は米 420kg となっております。資金は借入金が

■万円です。隣地への被害はありません。なお、農用地区域内の農

地で、農地改良に伴う一時転用の許可申請です。場所につきまして

は、資料５ページをご覧ください。三谷池の南側に面したところに

位置しております。 

なお、これら３つの案件は一連の申請となっており、造成面積が

1,000 ㎡を超えておりますので、農地改良に伴う一時転用として申

請が出ています。開発協議については、農地改良であり、かつ、盛

土高が 1ｍ未満であることから対象外となっております。 

また、ため池と隣接しておりますので、管理課である建設課と土砂

流出防止対策等について協議済です。 

以上で事務局からの説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、担当委員さんのご意

見を伺いたいと思います。三浦委員さん、お願いします。 

松 本 委 員   申請地は、三谷池の南側に隣接した田３筆ですが、ここは随分前か

ら耕作されていない状況です。元々耕作されていなかったこともあ
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り、田植前のこの時期には、北側の集落の水利である三谷池の水位

を上げている影響で冠水してしまいます。このことから、田として

管理・耕作していくことは難しく、この度、盛土を行い畑地にしよ

うとするものです。農地改良後は果樹を中心に耕作していくようで

す。事務局からの説明にもあったように建設課との協議ができてい

ますし、排水同意も取れておりますので特に問題はないと思われま

す。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議    長 はい、ありがとうございました。以上で担当委員さんからの意見は

終わりましたが、何かご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

（意見なし） 

議    長 ご意見ないようですので，採決に入らせていただきます。 

ただ今の第２号議案農地法第４条許可申請について、許可に賛成の

方、挙手願います。 

（賛成者挙手） 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして第３号議案、農地法第５条許可申請について、事務局の

説明をお願いします。 

事  務  局   それでは議案資料３頁目下段をご覧ください。第３号議案農地法第

５条許可申請についてご説明いたします。 

【１番案件】 

  譲受人「邑久町下山田■■ 持ち分２分の１ ■ ■■■■ 持ち

分２分の１ ■ ■■■■」。譲渡人「邑久町下山田■■ ■ ■

■■■」。土地の所在地は「邑久町下山田２６２３－２」。地目は

「田」。面積は 246 ㎡。転用目的は｢分家住宅」。施設の概要は｢木

造 2階建 1棟 80.73 ㎡」。農地区分は第１種農地で 10a あたりの収

量は米 420kg となっております。資金は借入金が■万円。隣地への

被害はありません。なお、所有権移転によるもので 10a あたり■万

円となっております。また、農用地区域外農地です。場所につきま

しては、資料６ページをご覧ください。邑久Ｂ＆Ｇ海洋センターか

ら西へ約 200ｍのところに位置しております。 

以上、事務局からの説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。続

きまして、担当委員さんのご意見を伺いたいと思います。山﨑委員

さん、お願いします。 

山 﨑 委 員 こちらの案件は、譲渡人の■■さんは譲受人の■■さんの叔父にあ

たります。現在は実家で両親と同居しておりますが、住居が手狭に

なってきたので実家の隣に新居を建築することになったようです。

特に問題はないと思われますので、よろしくお願いします。 
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議    長   はい、ありがとうございました。それでは、ただいまの第３号議案

につきまして何かご意見、ご質問ありましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

はい、ご意見ないようですので、採決に入らせて頂きます。 

        第３号議案農地法第５条許可申請について、許可に賛成の方は挙手

をお願いします。 

（賛成者挙手） 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして、第４号議案、農業経営基盤強化促進法による農地利用

集積計画について（利用権設定）ということで、事務局の説明をお

願いします。 

事  務  局   それでは第４号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積

計画についてご説明いたします。議案資料４頁目をご覧ください。 

【第４号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画につ

いて議案書をもとに朗読】 

議    長   はい、ただ今の第４号議案につきまして何かご意見、ご質問がござ

いましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

議    長  ご意見ないようですので、第４号議案につきまして、承認とさせて

いただきます。 

それでは最後のその他の項目に入らせていただきます。事務局、お

願いします。 

事  務  局   今後の予定でございますが、７月の総会につきましては、７月９日

月曜日に予定しており、８月の総会につきましては、８月１０日金

曜日を予定しておりますので、よろしくお願いします。 

        また、７月の総会は、８月から実施する予定の農地利用状況調査の

説明をさせていただきますので、農地利用最適化推進委員さんも全

員出席していただく予定としております。 

議    長   他にご意見・ご質問はありませんか。 

それではご意見もないようですので、これをもちまして、平成３０

年度６月の総会を閉会とさせて頂きます。 

ありがとうございました。 

 

（午前９時５６分 閉会） 

 

上記議事録を作成し、その相違ないことを証するためここに署名押

印する。 
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